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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年10月25日(2012.10.25)

【公開番号】特開2010-102317(P2010-102317A)
【公開日】平成22年5月6日(2010.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2010-018
【出願番号】特願2009-208601(P2009-208601)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ３０３　
   Ｇ０３Ｇ  15/08    １１５　
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０７Ｘ
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０７Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月7日(2012.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　図１１（ａ）は、図１１にて説明する例における印刷１枚毎のトナー消費量を示したグ
ラフである。１枚目～１０枚目を印刷する時の１枚毎の消費トナー量は２Ｔ（ｍｇ）であ
り、１１枚目～２０枚目を印刷する時の１枚毎の消費トナー量はＴ（ｍｇ）である。図１
１（ｂ）は、１枚毎のトナーの補給量を示したグラフで、現像で消費した分だけ補給され
ている。図１１（ｃ）は、図１１（ａ）、及び１１（ｂ）に示した状況下における、１枚
毎の印刷開始時のトナー帯電量を示したグラフである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　γ変換部１１０１で行われるγ-LUTの作成は、複数のパッチ出力及び濃度測定を行うた
めの時間を要する。このため、γ変換部１１０１でのγ－LUT作成処理を、プリント１枚
毎等、高い頻度でγ変換部１１０１でのγ－LUT作成処理を行うと、著しく生産性を低下
させる。また、γ-LUTの作成の際に、トナーの消費や補給を伴うため、厳密には画像形成
装置の階調特性を変化させてしまう。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　Ｔｈ＝Ｎ×Ｔdiv　　　　　式（７）
　次に補正量算出部１１０６は、現像器１２０６から攪拌スクリュ１４０１の回転時間を
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受け取り、攪拌時間tｏｎ（ｎ-1）とする（ステップＳ７０４）。ここで、補正量算出部
１１０６がステップＳ７０２、Ｓ７０３、Ｓ７０４のそれぞれにおいて取得する情報の詳
細について、図８に示す各処理の順序を示す模式図を用いて説明する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　図８の最上段は、プリント命令の発行タイミングを示しており、発行タイミング信号の
立ち上がりＰ（ｎ）（ｎ枚目のプリント命令）に対して、画像形成装置が動作する。まず
、不図示の制御部からＰ（ｎ）が発行されると、コントローラ１００１において画像信号
の処理が開始される。そして、Ｅ（ｎ）のタイミングで、コントローラ１００１から出力
されるレーザー駆動信号に基づきレーザダイオード１２０１が露光処理を行う。ビデオカ
ウント部１１０５にてビデオカウント値の算出を開始し、露光処理終了の時点８０１でｎ
枚目のプリントのビデオカウント値が確定する。また、露光処理により感光ドラム１２０
３上に形成された潜像が現像器１２０６に対向するタイミングに合わせて、不図示の制御
部から現像モータ回転信号ＤＥＶ（ｎ）が出力される。現像器１２０６は、現像モータ回
転信号ＤＥＶ（ｎ）を受けて、攪拌スクリュ１４０１および現像スリーブ１４０２を駆動
させる。攪拌スクリュ１４０１の回転時間（撹拌時間tｏｎ）は、不図示の制御部により
実行される攪拌時間決定機能により、感光ドラム１２０３の回転速度とＰ（ｎ）発行時に
取得されるｎ枚目の画像のサイズとから決定される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　［実施例３］
　実施例２では、γ-LUTを利用して階調補正を行う方法について説明した。本実施例では
、レーザ強度の補正により階調特性を補正する例について説明する。実施例３における画
像形成装置の構成例を示すブロック図を図１３（ａ）に示す。なお、図１３（ａ）に示し
た構成は、図５の構成からγ補正部１１０２を削除すると共に図５の構成に強度補正部１
３００を加えた以外は、図５の構成と同一である。従って、以下では、強度補正部１３０
０の動作について説明する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　強度補正部１３００は、補正量算出部１１０６から入力画像信号の最大値255における
トナー重量変動量ΔＭを受け取り、以下の式（１５）を計算することで、補正係数ｋｐを
算出する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
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　ｋｐ＝１／（１＋ΔＭ／Ｍnorm）　　　　　式（１５）
　ここで、Ｍnormは、最大値255における単位面積あたりの目標トナー重量である。強度
補正部１３００は、入力信号に補正係数Ｋｐを乗算し、PWM処理部１１０４に出力する。
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